学校教育・地域と演劇その現状とあり方 有島武郎作『老船長の幻覚』 ニセコ町・有島記念館公演から by 森 一生
学校教育・地域と演劇その現状とあり方 有島武郎
作『老船長の幻覚』 ニセコ町・有島記念館公演か
ら
著者 森 一生
雑誌名 北翔大学北方圏学術情報センター年報
巻 4
ページ 143-149
発行年 2012
URL http://id.nii.ac.jp/1136/00001078/
研究報告
学校教育・地域と演劇 その現状とあり方
有島武郎作『老船長の幻覚』 ニセコ町・有島記念館公演から
森 一生
北翔大学北方圏学術情報センター年報 Vol．４ ２０１２
１．この稿の始めに
＝平田オリザ氏、札幌での講演から＝
劇作家・演出家（で、内閣官房参与でもある）平田オ
リザ氏は、２０１０年７月６日「劇場／新時代への展望」と
題し、札幌市（かでる２．７）で講演している。
その講演で平田氏は、「伝統芸能以外の舞台芸術を扱
う国立施設が、東京（＝新国立劇場）にしかない」こと
に触れ、札幌、福岡、など全国に５箇所ほど「国立劇
場」を設置し、『人々が生きる気力を取り戻す場所とし
ての（劇場）、様々な人が出会い新たなコミュニティー
を生み出す場所としての劇場』の設置を提唱した。
また、平田氏は、２０１０年１２月５日にも札幌（キューブ
ガーデン）で（第一部）「芸術立国から１０年、演劇の未
来」と題し講演。第二部として、『創造都市』をめざし
て新しい動きを展開する上田文雄・札幌市長と対談し
た。
この講演・対談で平田氏は、「資本主義の論理は、抹
消（末端）にこそ強く働く」と言う。
研究報告
森 一生
演出家・劇作家・北翔大学北方圏学術情報センター（舞台芸術研究グループ）
抄 録
『人々が生きる気力を取り戻す場所としての劇場』，『様々な人が出会い新たなコミュニ
ティーを生み出す場所としての劇場』の構築の動きは，ここ数年，国や地方自治体や中央の
アーティスト，研究者などの『声』となって論じられている。
（その例，劇作家・演出家で，内閣官房参与でもある・平田オリザ氏は，２０１０年７月６日
「劇場／新時代への展望」と題し，札幌市（かでる２７）で講演。また，２０１０年１２月５日にも札
幌（キューブガーデン）で（第一部）「芸術立国から１０年，演劇の未来」と題し講演。（第二
部）『創造都市』をめざして新しい動きを展開する上田文雄・札幌市長と対談。など）
にもかかわらず，残念ながら国レベルでも，地方自治体レベルでもその構築の動きは，「頓
挫している」と言えないだろうか。
一方，教育の現場では，文部科学省が，２０１０年５月，文部科学副大臣の主催による「コミュ
ニケーション教育推進会議」を設置し，子どもたちのコミュニケーション能力の育成を図るた
めの具体的な方策や普及のあり方について議論し，その審議経過報告をまとめている。
そこでは「コミュニケーション能力が求められる背景」として，①社会の変化と子どもたち
に求められる能力，②子どもたちの現状や課題，③新しい学習指導要領における言語活動の充
実――等が述べられ，「効果的な手法・方策」が提案され，平成２２年度から予算化され，実施
されている。ところが，（道内の）各学校，地域の教育委員会，など「教育の現場」では，こ
の動きに対する認識は「希薄」であり，その動きは，「鈍い」といわざるを得ない。
私ども，舞台芸術プロジェクトは，その研究・実践活動の一つとして『人々が生きる気力を
取り戻す場所としての劇場』，『様々な人が出会い新たなコミュニティーを生み出す場所として
の劇場』の構築を目指して，研究・実践を続けているが，その実践例として２０１１年６月，ニセ
コ町・有島記念館で上演した『老船長の幻覚』について考察・報告したい。
キーワード：平田オリザの講演・対談，コミュニケーション教育推進会議，老船長の幻覚
井上理恵（いのうえ，よしえ）氏の劇評，吉本弥生氏の劇評
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「地方都市での仕事の際，空港から市街地へ入ってい
く手前で，いつも同じような風景を目にする。――国道
沿い，市街を迂回するバイパスとの分岐あたりに大きな
ショピングセンター，DIYショップ，本屋，背広の量
販店，靴の量販店，おもちゃ屋，ファストフード，等が
立ち並ぶ（どこの町も画一化された）風景だ。（これに
比して，旧市街の町の中心部，駅前通りなどはシャッ
ターが下り，ほとんど「空洞化」してしまっている）
国道沿いの大規模量販店には，無駄なものは何一つな
い。例えば，本屋を覗いてみると，そこにはコンピュー
タの分析をくぐり抜けた売れ筋の本だけが並んでいる。
私（平田）の本などは勿論ない。かつて（平田は），日
本の最西端の島，与那国島に一月ほど暮らしたことがあ
る。この島では，書籍といえば漫画と週刊誌しか売って
いなかった。輸送コストから考えて，必ず売れる本しか
置けないからだ。（ほしい演劇関係の・研究書などの）
本を買うためには石垣島まで出なければならない。とく
に演劇関係の本を買いたいと思うと，さらに沖縄本島ま
で飛ばなければならない。―（略）―同様に，芸術も市場
原理にだけ任せておいたのでは，経済生活に有用で機能
的な芸術しか地方都市には残らなくなってしまう。（今
はシャッター街になっている旧中心部の）かつての商店
街には，ただの経済行為だけではなく，一見無駄に見え
る交流の時間があったはずなのだ。その経済行為から離
れた無駄な空間や時間が，地域の豊かな文化を育んでき
た」とも言う。
さらに「かつては，地方にこそ，無駄なもの，無駄な
時間，無駄な空間が溢れていたはずだ。伝説，伝承，お
化け，鎮守の森，祭り――等々。しかし，村落共同体が
崩れ，全国一律の近代化を達成した現代日本において
は，そんな無駄なものは，どこを探しても見つからな
い。神話や伝承は，すべて人類学者の調査するところと
なり，貴重な風習だけが「文化財」として手厚く保護さ
れていく。祭りは形骸化し，観光客集めのためのイベン
トと化す。だが無駄な場所や時間を失った地域は，価値
観も画一化し，重層性を失って（地域社会そのものの）
安定性を欠く。」と指摘する。
そして，「バブル経済，あるいはそれ以降の不況が，
（全国一律で起こり，）国民の精神を一様に狂乱や沈滞
へと巻き込んでいるのは，まさに（日本の，現代）社会
が重層性を失い危険な状態にあることを示している」と
言う。
その上日本では，「経済構造の変化の結果，企業や工
場は次々に海外に移転し，産業の空洞化が起こり始め
た。日本で高等教育を受けた若者は，資本家になるか，
あるいは外国人を含む多くの労働者を組織し管理する側
に廻るのが必然的な流れになる。だが，このような職種
をどうしても好きになれない若者が，必ずや一定数，群
れを成して登場してくるだろう。そうして，この若者た
ちの群れが，住みやすい環境を求めて全国へと拡散す
る。」その結果，「これらの，（経済効率の上では一見無
駄にみえる）存在は，東京（『大都市』）では生活してい
けても，地方都市では『息苦しい』ことになるだろう。」
と指摘する。なぜなら「地方都市では無職の若者が目立
ちやすく，引きこもりが助長されやすい。」からだとも
言い，「地方ほど成功の道筋が数少ない」と指摘してい
る。
日本の「閉塞された」（地方都市）の若者たちをめぐ
る現状である。この状況は，本学園に学ぶ学生たちに
とっても例外ではない。
（参考 『芸術立国』 平田オリザ P３４～P４４）
このような平田氏の提言に象徴される動き，つまり
『人々が生きる気力を取り戻す場所としての劇場』，
『様々な人が出会い新たなコミュニティーを生み出す場
所としての劇場』の構築の動きは，国や地方自治体や中
央のアーティスト，研究者などの『声』にもかかわら
ず，残念ながら国レベルでも，地方自治体レベルでも全
く「頓挫している」と言えないだろうか。
この間，私は，北海道における公共劇場の現状につい
て，『PROBE』創刊号，第２号，第４号，第５号に，網
走・北見地区，函館地区，苫小牧・西胆振地区（登別，
室蘭，伊達），十勝管内（豊頃町）の例を挙げて，考察・
報告してきたところであるが，特に，昨年，２０１１年３月
１１日（いわゆる「東日本大震災」）以降の北海道の（公
共劇場をめぐる）状況は，以前にも増して「ひどいもの
がある」と言っても差し支えないように思う。
２ コミュニケーション能力が求められて
いる学校現場
学校の現場に目を向けてみよう。文部科学省は，２０１０
年５月文部科学副大臣の主催による「コミュニケーショ
ン教育推進会議」を設置し，子どもたちのコミュニケー
ション能力の育成を図るための具体的な方策や普及のあ
り方について議論し，その審議経過報告をまとめてい
る。
そして文部科学省は，この報告が，各教育委員会や各
学校において積極的に活用され，子どもたちのコミュニ
ケーション能力育成の必要性や，その効果的な方策等に
ついて理解が図られるとともに，各学校において子ども
たちのコミュニケーション能力の育成に資する取り組み
が推進されることを期待する。――としている。
以下その内容についてふれてみたい。
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（１）コミュニケーション能力が求められる背景
①社会の変化と子どもたちに求められる能力
・２１世紀は，「知識基盤社会」の時代であるとともに，
グローバル化が一層進む時代である。それは，多様
な価値観が存在する中で，自分とは異なる文化や歴
史に立脚する人々とともに，それぞれ異なる意見や
考え，アイディアなどを交換し，正解のない課題，
経験したことのない課題を解決していかなければな
らない「多文化共生」の時代でもある。
・このような２１世紀を生きる子どもたちは，積極的な
「開かれた個」（自己を確立しつつ，他者を受容し，
多様な価値観を持つ人々とともに思考し，協力・協
働しながら解決し，新たな価値を生み出しながら社
会に貢献することが出来る個人）であることが求め
られる。
・経済協力開発機構（OECD）では，子どもたちに必
要な能力の一つとして「多様な社会グループにおけ
る人間関係形成能力」を挙げ，また，企業が学生を
採用するに当たっては，コミュニケーション能力を
最も重視するなど，コミュニケーションに関する能
力の育成を求める社会的要請が高まっている。
②子どもたちの現状や課題
・子どもたちは気の合う限られた集団のなかでのみコ
ミュニケーションを取る傾向が見られ，またコミュ
ニケーションを取っているつもりが，実際は自分の
思いを一方的に伝えているに過ぎない場合が多いな
どの指摘がある。
・児童生徒が不登校となったきっかけと考えられる状
況として，友人関係をめぐる問題が約２０％を占め，
また，約８０％の大学等において，家族，友人等の対
人関係に関する学生相談が増加しているとの調査が
ある。
・インターネットを通じたコミュニケーションが子ど
もたちに普及している一方，外での遊びや自然体験
等の機会の減少により，身体性や身体感覚が乏しく
なっていることが，他者との関係づくりに負の影響
を及ぼしているとの指摘もある。
③新しい学習指導要領における言語活動の充実
・言語は知的活動（論理や思考）だけでなく，コミュ
ニケーションや感性・情緒の基盤でもある。
・（新しい学習指導要領では）言語活動を充実するこ
とによって，コミュニケーションに関する能力や感
性を育んだり，情緒を養ったりすることも期待され
ている。
・（特に）豊な心を育む観点から，「自分や他者の感
情や思いを表現したり，受け止めたりする語彙や表
現力が乏しいことが，他者とのコミュニケーション
が取れなかったり，他者との関係において容易にい
わゆるキレてしまう一因になっており，これらにつ
いての指導の充実が必要である。」
・「生きる力」を育むという理念の下，「基礎的，基
本的な知識及び技能を確実に習得させ，これらを活
用して課題を解決するために必要な思考力，判断
力，表現力その他の能力を育むとともに，主体的に
学習に取り組む態度を養い，個性を生かす教育の充
実に努めなければならない。
④コミュニケーション能力の捉え方とその育成
・コミュニケーション能力を，いろいろな価値観や背
景を持つ人々による集団において，相互関係を深
め，共感しながら，人間関係やチームワークを形成
し，正解のない課題や経験したことのない問題つい
て，対話をして情報を共有し，自ら深く考え，相互
に考えを伝え，深め合いつつ，合意形成・課題解決
する能力と捉え，多文化共生時代の２１世紀において
は，このコミュニケーション能力を育むことがきわ
めて重要である。
・コミュニケーション能力を学校教育において育むた
めには，自分とは異なる他者を認識し，理解する
こと，他者認識を通して自己の存在を見つめ，思
考すること，集団を形成し，他者との協調，協働
が図られる活動を行なうこと，対話やディスカッ
ション，身体表現などを活動に取り入れつつ正解の
ない課題に取り組むこと，などの要素で構成された
機会や活動の場を意図的，計画的に設定する必要が
ある。
（２）コミュニケーション能力を育成する手法・方策
①これまでの取り組み
・諸外国では，クリエイティブな活動をする実践家や
アーティストが学校でワークショップ型の授業を行
い，子どもたちの創造性やコミュニケーション能力
等を育む機会を設けている事例が多く見られ，成果
を上げている。
・文部科学省においては，平成２２年度から，コミュニ
ケーション能力の育成を図るため，芸術家等を学校
へ派遣し，芸術表現体験活動を取り入れたワーク
ショップ型の授業を展開する事業が実施されている。
②取り組みの成果
実践校からの「報告」を整理すると，こうした取り組
みを実践したことによって，子どもたちや教員に次のよ
うな効果を認めることが出来る。
・子どもたちへの効果
 他者認識，自己認識の力の向上（「受け入れる
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力」の向上）
 「伝える力」の向上
 自己肯定感と自信の醸成
 学習環境の改善
・教員への効果
 芸術家等の表現の専門家によるワークショップ
型の授業は，教員にとって，通常の授業手法や
評価方法を見直し，改善する機会となる。
 学級の雰囲気の改善により，学級経営や学年経
営が円滑に進むことが考えられる。
③効果的な手法・方策（略）
④今後の課題（略）
この文部科学省による「児童生徒のコミュニケーショ
ン能力の育成に資する芸術表現体験」事業は，平成２２年
度，４５都道府県２９２校で実施された。本道からは，５校
がミュージカル，演劇（現代劇，）伝統芸能（和楽器・
三味線）の分野で実施されている。しかし，２３年度は，
全国では，学校申請分として４３３校の申請があり，
（NPO法人などの）団体申請分として９８校の申請があ
り，実施されているにもかかわらず，北海道からは，事
業としては１校も実施されず，「コミュニケーション教
育フェスタ２０１１」として，札幌市あいの里西小学校と立
命館慶祥中学高等学校（中学二年生）で「ワークショッ
プ」が実施されただけである。
文部科学省が，「コミュニケーション能力が求められ
る背景」として，①社会の変化と子どもたちに求められ
る能力，②子どもたちの現状や課題，③新しい学習指導
要領における言語活動の充実――等で，いっている認識
は，いまの子どもたちの実態を見ると肯けるものである
が，各学校，地域の教育委員会，など「教育の現場」で
は，この認識は「希薄」であり，その動きは，「鈍い」
といわざるを得ない。
平田オリザ氏は，「いま，そこに住む人が誇りを持っ
て生きられる何かを見つけ出さなければ，地方都市
（町，村）に未来はない。」と言っている。『私たちの自
治体は，（新しい）住民，（子どもたちなど）明日の住民
の意見も聞きますよ。そういったコミュニケーション能
力を持った自治体ですよ』ということを高らかに宣言す
る。さらに，そうした宣言をするためには，その基盤と
してコミュニケーションの場を整備し，価値観を摺り合
わせる習慣を共同体の中に作っていく必要がある。と指
摘し，「―劇場，音楽ホール，美術館，と言った芸術施
設は，まさにその出会いの場とならなくてはいけない。」
とも（『芸術立国』P５６，P５７）言っている。「劇場」の
持つ最も大事な使命である。
さらに，また，「人はもはや，そこに住んでいるとい
うだけで共同体の成員になるわけではない。その共同体
が提示する価値観に共感できるものがなければ，しなや
かな＜帰属意識＞は生まれない。さらにその価値観も一
様ではなく，多種多様でなければならない。ここに芸術
文化行政の（難しさがあり，）可能性がある。」とも言
う。
そして，同氏は「人間は物質的な幸福だけでは誇りを
持つことが出来ない。これからの日本社会に必要なの
は，大きな劇場や立派な美術館ではない。そこで何が行
なわれ，誰と出会えるかが問われるのだ」とも言う。
前述したように，この提言・指摘を受け止める地域社
会・学校現場（教育委員会・各学校）の「感性」はすこ
ぶる「希薄」で，動きもまったく「鈍い」といわざるを
得ない。
私は，こうした（平田氏などの）提言を積極的に受け
止め，その認識の上に立って，（氏が言うような）地域
の『人々が生きる気力を取り戻す場所としての劇場』，
『様々な人が出会い新たなコミュニティーを生み出す場
所としての劇場』を，この北海道で着実に確立していく
方策・実践が何より大切ではないかと思い，当，「舞台
芸術プロジェクト」の活動として，その実践活動を展開
してきた。
３ 有島武郎作 『老船長の幻覚』
ニセコ町・有島記念館公演から
私ども，「舞台芸術プロジェクト」は，２０１１年６月４
日，ニセコ町・有島記念館で，「有島武郎研究会創立２５
周年記念大会」の行事の一環として，有島武郎作『老船
長の幻覚』を上演した。
その公演の二つの反応を紹介しよう。
一つは「有島武郎研究会」の代表であり，演劇研究家
（吉備国際大学教授）井上理恵（いのうえよしえ）氏の
ブログである。井上理恵氏は，
北翔大学の先生と学生たちが有島の文学作品第一作
「老船長の幻覚」（１９１０年７月『白樺』初出）を舞台
に上げた。
今年は，私が参加している有島武郎研究会創立２５周
年にあたる。（その）記念行事の一つとしてニセコの
有島記念館で有島戯曲を上演した。現実と幻想とが入
り混じる上質で洒落たいい舞台が出現した。
「老船長の幻覚」は，１９２１年に飯塚友一郎の屋敷の
室内で初演された作品で，記録に残る限り今回が二回
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目の上演である。
有島は，自身の文学的出発に際して，この戯曲で文
学芸術の道に進むと宣言した。同時にこの戯曲は，同
じ年の５月に始まった大逆事件の大量検挙への危惧や
未来の見えない暗い混沌とした日本社会のなかで，ど
んな嵐にも立ち向かって歩んでいこうと言う（有島
の）決意表明でもある。
新たな道に人が歩むとき，年齢は関係がないと言う
主張も＜老船長＞という設定に込められている。新し
いことをするときは，人はいつも＜青春を生きる＞の
である。
簡単に筋にふれよう。
長い間航海を続けてきた老船長（菅村敬次郎）は，
最後の航海に出ようとしている。それは海図にない世
界への旅であった。水夫長（川口岳人・北翔大舞台芸
術３年）と孫娘（市川薫・同３年），そして老船長が，
かつて助けた人々（夏目静香・斉藤亜耶・西出萌美・
同３年――非実在の人々）は，航海を「やめろ」とい
い，老船長に恋した医師の娘（佐々木茉莉・同３年
――非現実の女）は航海に「出ろ」という。
家族と常識的な世の人々の出立を引き止める行為と
新たな道へ誘う女神のような，あるいは魔女であるや
もしれない存在とのせめぎあいのなかで，老船長は船
出を決心する。最後に登場する両替商（朴智恩・同３
年）は，先行きに訪れるであろう不安を表現する存
在。
こんな抽象的な思想的な戯曲を，森一生が，どんな
舞台を作るのか，不安と期待で一杯になりながら舞台
を観た。舞台空間は記念館の展示室を利用した特設の
舞台で，高さはあるが間口４間，奥行き２間の小劇場
並みの狭い空間。
幻覚に現れる人々は，黒の衣装で半分仮面をつけて
リーディング形式でセリフをいう。声はエコーが効い
て，おどろおどろする異次元の世界を表現していて，
なかなかいい。照明と音響が効果的な力を発揮してい
た。
実在の人物は写実に近いセリフで現実感を出す。老
船長は，（北海道）高校演劇の重鎮と言われた元教員
菅村が担当して若い学生との視覚的差を狙い，これも
効果的であった。
有島がこの戯曲を発表する前に，小山内薫と市川左
団次の自由劇場が始まり，近代演劇の父といわれるイ
プセンの「ジョン・ガブリエル・ボルクマン」が初演
されていた（１９０９年１１月有楽座）。
周知のようにイプセンの芝居は自然主義的な芝居で
ある。有島は札幌に居たからもちろん，自由劇場の舞
台は観ていない。当時，世はまさしく＜自然らしい舞
台と演技＞を求めていた時代だった。
そんな時に有島の「老船長の幻覚」は登場したので
ある。有島の意識がどんなに前衛的であったかがよく
わかる。ヨーロッパで非リアリズムのアヴァンギャル
ド，表現主義や未来派が登場するのは，第一次大戦後
だからだ。
私は，この戯曲の斬新さを２０年くらい前から指摘し
ていたのだが，今回の舞台を見て，まさにその前衛
性・斬新さが証明されたようで非常に嬉しかった。今
回の公演は大成功であった。
演出の森をはじめ指導した先生（村松幹男・田光
子・鈴木静悟・大林のり子），出演者たち，そして学
生スタッフ（大滝健斗・桑名勇輝・浅岡あゆみ・阿部
まりな）の真摯な努力と素晴らしい成果に大きな拍手
を捧げたい。また，今回の記念大会はニセコ町の大き
な後援があってできた。舞台の実現にご協力を頂いた
多くの人々に感謝したい。
※
http：／／yoshieinoue.at.webry.info/201106/article_1.html
もう一つは，「有島武郎研究会 会報」第４９号に掲載
された 吉本弥生氏の「有島武郎原作，森一生演出『老
船長の幻覚』の上演を観劇して」である。吉本弥生氏
は，
―（略）従来，この作品は，多くの論客によって思
想的見解がなされてきた。その中で，井上理恵氏は，
戯曲という形式に注目する。氏は，「＜境界のドラ
マ＞のドラマトウルギィー」（有島武郎研究叢書第三
集『有島武郎の作品（下）右文書院』１９９５年）におい
て『老船長の幻覚』を「アリストテレス以来のドラマ
トウルギィーを踏まえた，有島の旅立ちの戯曲であっ
た」と述べる。
こういった作品の演劇性に注目する時，有島が創作
したこの作品に多くの可能性があることを知れる。
今回の演出は，森一生氏によってなされた。舞台に
は，北翔大学の方々がキャストとして役を演じ，照
明・音響等においても創意工夫がなされていた。演出
を手がけた森一生氏は，北翔大学で教鞭をとりなが
ら，主に，北海道を中心として活躍している演出家・
劇作家である。氏は，今回の作品で，有島のデイテ
イールを生かし，様々な工夫を凝らしていた。例え
ば，リーディングとして戯曲を立体化する試み，登場
人物である救われし人々・Ａ・Ｂ・Ｃと医師の娘に仮
面をつけさせる，効果音の使用，など，まさに有島の
戯曲を立体的にする工夫がいたるところに凝らされて
いた。
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さらに，舞台の道具についても同様である。舞台上
で使用されていた老船長の机と椅子は，会場となった
有島記念館のものであり，開催地とも溶け込んだ演出
となっていた点に，北海道という土地と演劇を繋ぐ森
氏の活動を垣間見たような思いがした。他に，舞台上
の演出で個人的に興味深く感じた点は，芝居風に工夫
されたということと，登場人物の仮面である。救われ
し人々・Ａ・Ｂ・Ｃと医師の娘の仮面については，上
演後に行なわれた井上理恵氏，森一生氏，老船長を演
じられた菅村敬次郎氏によるトークでも触れられてい
た。森氏は，仮面をつけることで，登場人物の（個性
の）＜差＞を表現したかったと発言され，両者の仮面
の色に若干の相違をほどこした点にも（その）こだわ
りが見えた。
トークでは，役を演じられた菅村氏が，船長のなか
に，人生に悔いを残した人間の姿を見たと言及され，
井上氏は，この作品をリアリズムではなく，抽象的な
ものとして捉えているとし，今回の上演について，小
劇場と言う空間，登場人物に仮面をつけたことを評価
されていた。
今回の演劇を観劇して，有島の作品が北海道の有島
記念館で，現代の演出家によって，現実のものとして
蘇った事は，今後の有島研究においても，ニセコの
人々にとっても一つの記念として，新たな出発点とな
る契機となったように感じた。――と言っている。
この公演の成果について，整理してみたい。一つは，
観客のほとんどは，地元ニセコ町の住民（町長・教育長
をはじめとする職員たち，一般住民など）と，全国か
ら，この研究会に参集した（有島の）研究者たち（約
１００名）である。研究者たちは，日頃，有島武郎と言う
芸術家（文学・絵画）について，「文字」（文献・絵画な
ど）から主に「読む」という行為を通じて，（その世界
を）研究している，いわばそのエキスパートであるが，
戯曲を具体的な演劇として「立体化」し，体験する（そ
の感動などを舞台と観客が「共有」する）ということは
あまりないことと思われる。一方，地域住民にとってこ
の地は，嘗て「不在地主」であった有島が，「農民（小
作人一同）を前に『農場開放』を宣言した」地であり，
以来，（例えば『カインの末裔』に描かれている主人公
たちのように）この地と深く関わって《具体的に》生き
てきた人々であり，その両者が一緒に観客としてこの演
劇を体験したということである。
二つ目は，この戯曲は，井上氏によると「１９２１年に飯
塚友一郎の屋敷の室内で初演された作品で，記録に残る
限り今回が二回目の上演である。」ということである。
有島武郎は，現在の学校教育の現場（中学校・高等学
校の国語の授業）では，いわば「文学史」の一項目とし
てしか扱われておらず，（『生まれ出づる悩み』『カイン
の末裔』『星座』『或る女』など作品名は知られている
（？）ものの，）ほとんど読まれていないと言うのが実
情である。しかし，北海道の風土・文学（芸術）を考え
るとき，有島は大きな存在で，その原点とも言うべき作
品がこの『老船長の幻覚』である。いわば，「忘れられ
ている」（人・有島，や）作品を９０年ぶりに「甦らせた」
ということである。
――有島は，「１９歳（明２９年）から３７歳（大３）まで，
途中の兵役・渡米の満５年間を除く期間（大１２年４５歳で
死亡。だから，その人生の大半）を北海道で過ごした。
皇太子（大正天皇）のご学友に抜擢された秀才美少年
が，もし，そのコースを踏み外さず（？）に長じたな
ら，おそらくは国家の元勲ともなったであろうに，いか
なる内心のドラマによってか，（略）渡道し，しかも熱
心な禅宗信徒からキリスト教へと信仰を転換し，米国留
学中に社会主義へと接近し，帰国して母校（現北大）に
教鞭をとりつつ不在地主でもあると言う，有島のいわゆ
る＜二つの道＞の相克を常にはらみ，新婚生活から長子
誕生にいたる――つまり青春の全期間とその終焉を北海
道に録した。そして（略）その深甚な影響を抜きにして
北海道の文学創造は考えがたい。」（『近代北海道の文学
＝新しい精神風土の形成＝』小笠原克 日本放送出版協
会 P２３４）と文芸評論家小笠原克はいう。
つまり，「早川三代治」「吉田十四雄」「小林多喜二」
「八木義徳」らの文学関係者に，影響を与えたばかりで
なく，有島農場があったニセコ町近隣に限っても，（『生
まれ出づる悩み』の主人公のモデルである）木田金次郎
（岩内）や，小川原脩（倶知安），西村計雄（共和），国
松登（真狩）らの画家にも大きな影響を与えている。
こうした有島の「実像」の一端を，単なる知識として
ではなく，「実体験」したという事実である。
その三番目は，劇場施設でなくとも『劇場』になりう
る。ということである。
今回の公演は，普段は（普通教室２つ分ほどの）「展
示室」である。演劇を上演するに当たって照明施設や音
響施設，舞台施設などが調っているにこしたことはない
が，演劇的『場』の構成は，それらにこだわらなくとも
成立すると言うことを，井上理恵氏の劇評や吉本弥生氏
の劇評から，（私・森も）実感できたことである。
私は，北海道の自治体（市町村）が，３０億円，４０億円
（場合によってはそれ以上）という金をつぎ込んで，い
わゆる「箱もの」として建てた「劇場」が，現在，１年
の内，そのほとんどを「空気を閉じ込めて・鍵をかけ
て」いて，地域住民や学校教育には使用されていない
――ことをレポートしてきたが，演劇的『場』は，創意
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工夫によっていくらでも成り立つということの『実践
例』として評価したいのである。
平田オリザ氏の言葉をもう一度引用しよう。
平田氏は「そこに住む人が誇りを持って生きられる何
かを見つけ出さなければ，地方都市（町，村）に未来は
ない。」と言い，「――コミュニケーションの場を整備
し，価値観を摺り合わせる習慣を共同体の中に作ってい
く必要がある。（そして，そのために―劇場，音楽ホー
ル，美術館，と言った芸術施設は，まさにその『出会い
の場』とならなくてはいけない。」とも言っている。
また，「人はもはや，そこに住んでいるというだけで
共同体の成員になるわけではない。
その共同体が提示する価値観に共感できるものがなけ
れば，しなやかな＜帰属意識＞は生まれない。さらにそ
の価値観も一様ではなく，多種多様でなければならな
い。ここに芸術文化行政の（難しさがあり，）可能性が
ある。」とも言う。
さらに「人間は物質的な幸福だけでは誇りを持つこと
が出来ない。これからの日本社会に必要なのは，（大き
な）劇場や立派な美術館ではない。そこで何が行なわ
れ，誰と出会えるかが，問われるのだ」とも言う。
大事なことは，地域の「人々が生きる気力を取り戻す
場所としての『劇場』」，「様々な人が出会い新たなコ
ミュニティーを生み出す場所としての『劇場』をいかに
構築していくか」が問われている。――を引用してこの
レポートの締めくくりとしたい。
付記
この研究報告は，平成２３年度北方圏学術情報センター
の助成を受けて行われている。
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